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ス ギの林分内変異量

1. Iま じ め

と 遺伝力*

田 良 ゴコ (1)
仁1

精英和l!立政による品種改I4，つまり， よい籾木だけから次代の117木をしたてて，これまでよりもすぐれ

た殺ほ材料をつくり上げようとする方法は，材Cフiくにとって今すぐ実f子で主，かっ安全な~I住ーの手段であっ

て，いまでは|止界の各国にJ受け入れられ，実行iこ惨されている勺ことにわが閣でづ工，その主'f;jオミがわりあ

いすーγキの容易なスニドである関係から， NI英樹からのクロ ン lt成に大きな矧待がかけられている

精英悦選J友，特に集1']選政方式によって多数の約英仏!hf.'H~を ì.~ び， これ力、ら j見合探額国あるいは1ft合探

1，1.[閣をしたてる方法は，上にのべたように，すく.実庁できる安全な方法であることはも乱、ないが，これが

確実な方淡であるかどうか，すなわち， こうして何られる 7百木が在来の普ìl五の Wi71くにくらべてどのくらい

すぐれたものになるか， という点については，これまであきらかにされてはいなかった すなわち， JJ.I{E 

造林されている林木には，すぐれたもの劣ったものがまざっている力、ら，それらのうちとびきりすぐれた

ものだけを選びだせば，その中には泊低下Jに本当にすぐれたものがかなりふくまれるだろうーーしたがっ

て，それから仕立てられる苗木の遺伝的素質は，平均して高まるに違いない， と L 、う fi長室だけが実仔をう

ながした恨拠であった

!:iIl t&:の効果，すなわち，選抜によって形買がどのくらいすぐれたものになる泊 h と t 寸予測は， j13伝力 II

と選.f&:率とから計算することができる 遺伝力とは，その中で選抜が{子われるf在日の総変異量のうちで，

子供に伝わる変異量の 1 1，める;引合である 総変異景;を分散 σf であらわすとき， これは，

σ 1"= σ ，，'+σ ，t' + σ 戸 +σ，ヨ +σ ，-

と分割することができる、 7こ7こし， ここに σJ はいわゆる中IUJI!的遺伝分散であって有効遺伝子の数によ

るもの， σf は対立造伝子の相互作用，いわゆる優劣ド1，による分散， σバは非対立遺伝子1mの相互作用，

いわゆる上位陀による分散であって，いずれも集|引内に包る遺伝子引のちがし、のための変動であるので，

ひとまとめにして遺伝分以 σ戸としてあらわされることもある (T 1 ， 2 は探j活条fl二の変化に比例!'i'lにあらわ

れる変異による分散， σ/1工遺伝子明と環 l党との特定のF仕合せによって比例r'léJでなくあらわれる変異によ

る分散で，この 2 つはあわせて σがとして，皮切による分放としてあっ虫、われることもある。 遺伝分散

の 3 つの変動因のうち，優劣性と上位性の 2 つは，遺伝子の特定の組合せによって起るものだから，遺伝

子型が再編ilIZされる有性繁殖にあたっては消えてしまい， Lll接，こは子供に伝えられないニ

したがって，タネによる繁殖を行う場合には，遺伝力 (h') は，

。。

hヨニ σL= 一一 ()!L_
σp雪 σ q'+ σdヨ +σ♂+σメ十σf

としてあらわされ，無性繁殖による場合には，優劣性，上位性もともに子供に伝えられるから，

本宮崎分場業績 43 号

(1) 前骨吉本支場宮崎分場育種研究室長・現育宮本支場育種研究室長
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h2 = (T 11.2 _ __. ~J~~ (Tと士 (T i'!. 

σ ，.'σ/' 十 σ，1' + σ 戸 +cr ，， '+ σ1 '1.

としてあらわされる c これらをそれぞれ，狭い意味の，あるいは広い意味の遺伝力とよぶ

遺伝力の推定にはさまざまの方法がJIJ~ 、られるが，ラン ;tムに取った多数のほ樹から母樹別に自然交問

のタネまたはサシホをとり，これからそだてた子供について分散分析を行い， σ戸あるいは σ，， 2 をとりだ

す方法が，さしあたり最も林木に過していると忠われる しかし，この方法によるときは，前木，または

幼船木にめらわれる形質の巡伝力は短年月のうちに惟定できるが，われわれの本当に知りたい壮紛以後の

形質については， 171がその年総に述した時でなければ計算できず，したがって今すぐ遺伝ブJを知ることは

不可能である{にもカ竹、わらず，遺伝力の大きさを知ることはきわめて必要であるから，われわれは上の

方法による試験をさショウスギおよびサシスギについて開始したu

ここに報汗するのは，この一連の試験のうち，母樹集卜Jj として選ばれた林分，および選定同樹について

の記載，測定したいろいろの林業的形質とその変異量の計‘算であって，あわせて， ミショウスギとサシス

ギの分散のJtil疫力、ら，非常にあらつほし、仮定のもとに， さショウスギの広い意味の遺伝力を推定し，選紋

効果を試算したこの推定はもとより非75に大ざっぱなものであるが，より正確な推定が近い将来には行

われ得ないと考えられるので，この不足度のものでもー官、のよりどころとしてある方がのぞましし、。

この試験の実行にあたって種々使冗をはかられた林業試験場宮崎分場長 外山三日[;t，y士，綾営林署経営

課長束，TF.就氏，および犬分県日川郡大山村 K氏(Tfi摂により氏名を秘す)， 遺伝力についていろいろ

御教示をたまわった国立遺伝1iJ[究所の澗井克一附ゴ，また，調査にあたって多犬の協力を賜わった宮崎分

均漁民菊地秀夫氏， i;rt代篤男氏，柏旧消市氏，小城英秋氏に対し，心からの御礼を tclcl_[-_げたい

2. 林分と母樹の選定

ミショウスギの際木は，宮崎県西rr行染郡須木ドI字堂屋敢にある綾営林沼田林班ろ小町f内に選んだc こ

の林分は， 1914 年にスギ 3 年生ミショウ官iを lu'[えたもので，したがって，調査を行った 1956 年 3 月には

航殺後 42 年経っている 成長鍛でしらベた胸高位置の年輪数は筑 1 表に示すとおり 8 伺休の平均 38.8

年で，納付 i白A後の成長はあまり大きくなかったと思われる c

この小班内のJll北斜面に，第 1 図に示すように， ほぼ傾斜にそって水平の長さ 175 m の ÍI'r線をとり，

この線から左右 2.5 削以内にスる伺休 49 木を母倒として選んだ。 この際，すでに選ばれていた精英町

「縦 5 引を含むように直線を設定したので，この様木は完全にはランダムではなし、 だが，この l峨の

方向には必然性はないので，これを一応ランダム棟木としてllî り抜うの

各母問については，その位世，すなわち l直線上悲点からの~LiJ?ljE 左 .il封泉からの間隔を記録し，林業的に意

味のあると思われるいろいろの量を測定した これらは将来立、要と思われるので付表 1 にまとめておく

第 1 表 さショウスギの胸高位置年輪数 測定の方法は，樹高，投下高は Blurne-Leiss 式mu高

中心をとった本数 | 年輪数 防用いて 0.1 m 単位で測定し， きキや枝の太さは普

1 37 通の測量用布製巻尺で周問の長さを cm 単位で測ったご
4 38 3 l 39 胸高位置l土地上 1. 2m とした r カワの厚さはスエーデ

計ト 8 306 

平均 38.3 

ン翌ヰ丁込式樹皮計で胸高位置の 2 個所を 0.5 間的単位で

測り，力校の角度は，普通のクリノメーターをさキから
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第 l 図 ミショウスギの標本 長さ 175 制. rlJ 5 m の併のとfι立つ 49 木をすべて iJ[lJ定したc

J生tJ. ら 3 番目の個体は，すでに指定されていた精英樹c

5 cm はなれたところて"11'1:終伎に沿わせて度単位で読んだ クロ ネのひろがりは，胸同位討のさキの中

心から，北よリ )111日次 8 方位放射線をとり，この紋上にクロー下}，可辺の投影を求めて 10cm 単位で rl'心から

の距離を測定した。投影には午方製投影器を丹]，、たーJ

宮崎分場古筋按官をわずらわして線上の土jj~ ，1J .'D5をを行ったが，その結果によればほとんどが BD ij'!J伺

旬土で，設と，.'~i)に BD(d) 別11司旬士があらわれる。 なお，この線を延長したところはさらに BD(d) 型定積

土を経て B日明定債士に穆 i子している。 この似の」ドのブJの伍長の上には BD 型iJi1fkl:がみとめられた。

サシスギでは在来品種のうち，比較的単純fl(れ1&1木の多い日川地方のインスギを)立び，大分lJI~ 日川郡前i ß:

江村犬字大野字1tにある. ['，J郡大山村Kl\:所有山林をJTI7E した この林分は 1918 '1'，に相吋主され， ijJi;~査を

行った 1956 {F 10 月には 11((殺後 39 年円の成長をほぼ終っているつ 2 つの谷のliilにはさまれ，その合流

点までのびた小尾恨の問IJl!!斜面で，インスギを主としトヤマスギその他をいくらかまじえた林分である c

第 2 図にみるように，ここでは地形上立地条

件が一様に変化する1.1'1似を主ることができなか

ったので， 林内にランダムに 7 個所のj去を設

け，この点に最も近いインスギ.fI>'，J休 7 木ずつを

ほ樹として選定した〔

各母樹の位置を各点からの方位と的 iJ~jnこよっ

て~L'i試し， さシヲウスギと同様にìWJ定を i=rっ

た c ただし，投下高は立木本数が多く，かつブJ S 

校がff:UI く，測高の際確認が田知(だったため最ド

とl二校高のみにとどめ，ヵワの序さは削間単位第 2 図 インスギの隈本 林内に任意にとった 7 カ !Yí
の点から，最も;Ì.[[\，、 7 木ずつを測定した。左から!阪に第

で読んだム持出fü校角は， ミショウスギでは村j端 1. 第 n. .....筑 VII 群とする。
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から 1 制下の位置の校の角度をiilllったが，インスギでは， 十i'I)i:~i\íl 2 年生と 3 年生の境目の1交の角度をは

かった。これらの測定{t，'[は付表 2 にかかげる。

3. 変異量の計算

1. 樹高の変異

ミショウスギについての測定仙から，平均 23.0 m ， 惚準備/主 3.63 m が得られる。 しかしこの侃惑に

は，立地条件の犬きな変聞による分がふくまれている。間商が斜D'!}の上の方ほど低くなっていることは第

1 図によってもあきらかだが， これをさらに書き直して， 町民、かりの距離と樹高とのIY:H系を矯 3 図に示

す吋これによって，立地条f'[二がこの直聴に沿ってほぼー設な傾向で変化していることを知ることができる。

このような，立地条件のマクロな変動は分散の大きさに著しく大きな影響を与え，かっそれぞれの林分

ごとに異なる大きさをもつので，分散の大きさの比較を著しく間前nにするつしたがって，上に計算した標

準偏差は，これからマクロな立地7J2をとり除き，ほぼ一様な立地条[l-のもとでの偏差に直しておくのがの

ぞましL、ごさいわい，この際木では，原点からの町慨に対応して樹高がほぼ直線的に変化しているので，

樹高の距離に対する!日|帰をi'，ドれば，回帰による分散はすなわちマクロな立地差による部分で，阿川からの

分散がすなわちほぼ一様な立地における樹高の変動となるわこの計算の結果は第 2 表に示すとおりで，マ

クロな立地差を除いた分fjýJì 4.74 となり，したがってj~ìjljD，，\差は 2.18 m ， 変動係数は 9.5% と計算さ

れる。

インスギの場合には，まず測定値から平均 23.2 m ， 隙準(jiM~ 1.74 加と計算される

この場合にも当然マクロな立地i:tEによる変動が含まれているわで，これを主りのぞかねばならないが，

この場合はミショウスギ1栗本でのように回帰を利用することはできなし、。そこで，標本を各iJllJ点ごとの群

に分け，群内の環j党条件はほぼ-;様とみなし，分散分析によって群1mの差を除いた分散を求めた i この場

合これがマクロな立地ffiを l漁いたことになる。第 3 表に見るように，群問の涯は著しく有志:であって，立

地差があることを紅l列している υ マクロな立地差を除いた分倣は 1.48，したがって標準 1fi，\差は1.22 m. 

変動係数は 5.3% と計算される二

~:l[~IIIIIIIIIIIIIIIII'lllll[叩
50 100 150 m 

原臭よリの距離

第 3 図 ミショウスギ、の樹高のマクロな立地差による変化 Ì!'î線はIInJ'I:'をあらわすc

第 2 表 ミショウスギの樹高平方和の 1'1[帰
による分割

変動医| 平方和 自由度， õfl均平方

全体 48 

{l 国1'1 帰体 408.43 I 

222.81 47 4.74 

第 3 表 インスギの樹高の群別による分散分析

変動因 l 平方和(自 t恨 i平均平方分散比

全体 145.96 48 

1洋間 I 83.91 6 
個体 I 62.05 I . 42 

料著しく有意

13.99 ' 9.45*ネ
1.48 
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なお， ミショウスギについても，問帰によらず，7{国

体ずつの7'{洋に区分し，分散分l斤によってマクロな立地

淫を除くことができるっ計算によれば，結果は第 4 汰ーに

示すとおりで，個体変動による分散はむしろいI灼:.，こよる

場合よりも小さくあらわれた。このことは，マクロな立

地控が，完全にI品展 1~1(_jな変化を示していないのではない

第』表 号ショウスギの1古j高の群別に

よる I;.t ill!::í;ト』斤

変動凶!平方和 l 自由度平均、ド方t 分散比

全体 631.21 18 

群休iiiJ 438.32 6 73.05 ' 15.91*キ
f国 1 192.92 ' 12 

かということをnÉl~示しており，凹怖によらなL 、で群別に 材者しく有志:

よる分散分析を仔ってもよいと考える。計算はこの方が 第 5':<史的高)，'，] [111 の分散分析

はるかに容易だから，今後はすべて分散分析によること 変動因 l 平方和 自由皮平均平方i 分散比

にするのなお， 5j噛分l斤 tこよる場合， 1'ii1高の 1刺町，\)";::1 土

2.14 附， :lt lfÿJf系数l土 9.3% となる

2. 胸高周囲長の変異

胸高位置のさキの太さは，問問長をiillJ定したので白径

に換算せず，そのまま分散の計算を行った この場合も

当然マクロな立地差があらわれるものと考え， ltl別によ

る分散分析を行う

さショウスギ

全体 23083 48 

群 IHl 7929 6 1321. 5 3.66仲
間体 15151 12 360.8 

インスギ

全体 4629 18 

群/1 11 1112 6 185.3 1, 2.21 
([，'rt 休 3517 42 比 7 I 

料著しく有立

結果は第 5 表に示すとおりで，群HIIの症はさショウスギでは望í" しく有意，インスギでは分散比の確率が

5%よりもやや大きく，有:立とはし、えない結果となった乙しかし，立地位によって林木の太りが違うことは

これまでによく知られており，樹高の分散分析によって群間に立地詑があることがあきらかだから，インス

ギでも立地2さがあるものとし個体変動による平均平方を胸高)，'，JIII]長の分散として取り上げることにずる n

すなわち， ミショウスギでは平均 103.7 cm ì::'対して立地主主を除いた標準偏差が 19.0cm ， 変動係数が

18.3%，インスドでは平均 77.0 cm に対して標準tlll\ffi 9.2 cm ， 変動係数は 1 ]， 9?'ó と計算される。

3. ミキの細りの変異

さキがウラゴケであるカ a どうカ付，森林の仕立て方ぷよってもかなり影響されるが，遺伝[ドJな素質もま

たありそうに思われる そこで，林分内にどの位伎の変異があるものか，それを計算してみた合

高さ 3.2 仰のところのきキの問i局長と， !J旬高すなわち1. 2 仰の高さの).'8悶長とを ìillJ定し，その詮を 2

で割ってミキの長さ 1m 当りの問IIIJ長の減り 亡m

を算出し，細うの尺度とした これを胸高)Hj i10 

閉長に対してプロットすれば，第 4 凶のとお fa
当

りで，あきらかに相闘がみとめられるごそし員 6
圏

て，この分布を代表する直線は原点を通らな号 4

いように思われるので，胸高周囲長との比を ?2
求めず，回帰によってその影響を消すことと

した。
50 

o 0 

。

'0  0 
)9( x.:7' 0 明。

淘.，四 o G::;.il' 

激 )t::Il xxox)< 0ο 

X 帽;Ø.'" 2. .) 00  0 

x 0 x 申 00 0 

x>旗 x X 0ο 

。 o 0 

00  0 

0 

10日 150 

H旬高周園長

第 4 図 ミキの細りと太さとの関係計算の結果， ミショウスギ‘では回帰式は，

Y ニ 0.107X-2.0
細つは， 胸高位置 (1. 2 m) と地上 3.2 m の位置

との周回長の差を 2 で割つであらわすc

となり，インスギでは， ⑨はさショウスギ， x はインスギ

CI!1 
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となって，非常に似た形となった。同じ直径に換算すれ

ば，インスギはミショウスギよりも細りが大きい。

前11 りの分散をlill州および群別によって分併すれば，第

ミショウスギ，イン6 表のとおりになる。群間の差は，

スギともに有意でなく，マクロな立地宣言はみとめられな

第 6表細りの分散分析

主雨戸元j 自由度 i平均平方l 分散比
ミショウスギ

168.1 I 48 

lul14? 

6 

体
帰
差
間
体

全
国
侵
群
個「
1
1
t
k

2.16 

1. 13 
2.31 

L 、。したがって，日帰を除いた残りの全体による平均平

ミショウスギて、はエrz.均4.6c間ブfが分散の舵氾仰となり，

変動係数 32% となり，イ

ンスギ、では平均 4.4c怖に対して標準{Inl澄 0.74cm ， 変

に刈-して 1泉市 ílrrl差 1. 5cm ，

インスギ‘

全体: 41.9 r 48 

回帰 I 16.3 i 1 

疲差! 25.6 : 47 

1音器 i{227llJ
動係数は 17% となった。

校張りの変異

校張りのあらわし方として，著者はさきに校張

り数4Jとし、う考えを提出したが，その後の研究51

。

これはあまり適当なものでないことがに上って，

わかったりそれでもなお，スギについては近似的

ての場介て、さえれこ j凶JIjできるかもしれないが，

また，第 5も，すでにあきらかにしたとおり 4J ，

同じ林分内の個体の分布凶にみられるように，

。
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ク
ロ
ー
ネ
直
径

|交D長り数を導いた式と一致しない傾斜を示, +
』
臥

クローネ 11'1径と 11旬高直ずリしたがってここでは，x' 

x 
2 

径の各対数値によって各個体をプロットすること

は従来と同じだが，個体変動による分散は厄1J"I}か30 40 50 

月匂高直千歪

対数日 ll~ーであらわされたクローネ直径と

Ili通商口径の 1;1(')係
⑨はさショウスギ" x はイシスギをあらわず。

60 cm 20 

らの {Iírl差によって計算する。

クローネ直径は 8 方位の測定lUïの;rllを 4 で\If.~つ

第 5 図

胸高直径は府間長から換算して O.5cm

単位にまとめた。これらの対数値をとれ:ま，第 5 図に見

るようにあきらかに回帰がみ主められる士 [ul帰式を;M・3事

て求め，

ミショウスギーでは，すれば，

A 

y =0. 721X +0.280 

インスギ、で、は，

Y=0.774X+O.131 

第 7 表 クローネ鼠径の対数の分故分肝

変動因 l 平方和!自由度|平均平方|分散比
ミショウスギ、

休 10.37601 48 

川 1 0.2191 1 1 

差 1 0.1569 1 47 

I1f� 1J0.0366 1 J 6 
体 110.12031 [41 

2.08 

となる。

分散を，回帰および群別によって分析した結果を第 7

表に示すコこの場合にも. 1洋1mの出土どちらの1初子でも

有意とはならず，マクロな立地廷は存在しないと考えら

れるコしたがって個休変動による分散は回帰を除いた残

1. 31 

I 0.0029 

インスギ、

flo:153314ill 

差 10.0618 I 47 10.0013 i 

山:221iJ MU 

全
凶
伐
群
個

r
l
J
I
l
t
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りから求められ，きショウスギで0.0033 ，
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h
ハ
ワ
の
辱
芝

インスギで0.0013 となる勺これを標準侃

さショウスギ

インスギが 0.036 に相当す

涯に直せば，対放の{iI'(で，

泊~ 0.058, 

る。この標準ffllilをは対数値だから平均M\

の大きさにはIY;J係なく，したがって，変

なお，第 5 図は，動係数は必~ーでない
150 cm 1∞ 

月旬高周囲長

関

インスギの1、支張りがかなり小さいことを

示している J 知 5 図 カワのほさと T キの太さとの関係
⑥l工ミショウスギ， XI土インスギ

第 3 表 カワの「豆さの分散分析

変動国 平方和|自由度;平均平方分liklt

カワの厚さの変異

j胸高位百 2{回目rrで‘はかったカワの厚さの平均を胸高j， 'J

5. 

ミショウスギ

131.4 48 

26.2 1 

23.6 6 

84.6 41 

1!J3長に対してプロツ卜すれば，第 6 図のよろになり，あ

きらかに岡山171がみとめられる。そこで，まず変動のうち

体 l

h百 t

I!円!

f本

全
川
群
間

の回帰による分をとりのぞき，俊りを群別による分散分

結果l 工Hrにかけて，群による2さがある b ・どうカ}を見た
1. 82 3.93 

2.06 第 8 表に示すとおりで， l，ff-HUの差はインスギでは著しく

5.88*水5.00 

0.85 

全{本 73.0

["1 ,j',il 8.1 

j洋!日J 30.0 6 

個体 31.9 I 41 

料著しく有立

インスギ

48 

ミショウスギでは有意とはいえない結果が出た。有意，

これは，インスギの場合に，測定加を打ち込む声、さを

一定に(~ち得なかった結果をおもにあらわしていると考

えるが，制j祭によれば立地の影響もないとはいえない

すなわち，成長をし、う場合の立地条{'!二とはやや異なり，

それで，どちらの休分につ風のi迫りやすい乾きがちなところでは，カワが「ぶくなるように見受けられる

~ 

:Ziv 

。.

。

一・'... <{: Q (t・@

旬。 -_1"-01"，.
。 、司・ . 

ラも

40 

却
羽
目
岨
珂

力
校
周
国
/
昼
下
、
、
こ
守
周
囲

第 3 表ìlt'問の72はあるものとみなし，いても，

で， (肉体による平均平方を，同庁i? と立地差をl京い

た分散として取り上げることにする。

きショウスギで平均すなわち，カワのf'liさは，

変動係数 18.6%7.7 抑制，標準(1IIi;:主1. 44 削 JH ，

標iil'ffùiì:\1インスギでは平均 8.7 m刑，となり，

50 

カ枝息/樹息

第 7 図力投の太さ(ミキから 5c削の所)主，その

i直下 10 cm の所のさキの太さとのJtの，力投高の樹

高に対する割合に対する関係
⑥ミショウスギ， X インスギ

インスギの力伎高ははかつてないので，最下生

校高で代用しであるごそのため回帰からの分散

は大きくあらわれる。

初

0.92 附肌変動係数は 10.6% となったc

なお，回帰式はミショウスギが，

ﾝ =0.0337X +4.2 
1∞ Z 

10 

インスギ、カ"

ﾝ=0.0-H8X+5.5 

となり，インスギの方がかなりカワが厚い。

枝の太さの変異

ミキから 5cm はなれたところの周囲

長を， í安から 10 cm 下ったところのミキの周囲

6. 

カ|支の，
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第 9表力.t;!:f，'，)J七の分散分f:lr

変動因|可f方利|自由民平均平方(分散Jt
さショウスギ

全休 1191.7 48 

illI 1，;百 690.7 

長i三 芹ミ 801.0 17 17. 11 ' 

!伺?伴休lIiJ !日15|ib 13.58 
722.5 I [41 17.62 

インスギ

全体 1085.3 48 

回I Hrl 341.3 

長Q 控 744.0 47 15.83 

{î群個洋 休E 606.3 14.78 

第 10 主尽力校角度の分散分桁

変励因 l 平方和1 自由度 t平均平方分散比

ミショウスギ

全体 3845.814B 1 80.121 

群 1::1 ， 393. l' 6 I 65.52' 

個体 3452.7 ， 42 1 82.21 

インスギ.

全体: 1083.9 I 48 ; 22.58 

1洋 J ，'iJ: 155.6 6 25.93 1.28 

{同休 I 928.3 I 46 20.18 I 

7. 力枝の角度

長て‘I!'i.ijった比を，相対的な校の太さを示す尺度とする二

在I!察により，この比は力段高の {Jl\，、ほど小さしまた

樹高の {Jl\，、群ほど大きい傾向がみとめられたので，力校

高の樹高に対するJヒをパーセントであらわし，これとの

関係を第 7 図に示してみた。この図により，あきらカゐに

I<!I仰のあることがみとめられる。 ただし， インスギで

は，カ伎の高さがはカ‘つてないので，最下の~:j交の高さ

で代111 した。

凹加の影?勾ーを除き，さらに群別を行った分散分析の結

果を第 9~廷に示す。群/111の去は， ミショウスギ，インス

ギとも:有意ではないので，回帰を|徐いた筏りの平均平方

を{阿休変動による分散とする。したがって，力校とその

出ドのミキとの}，'，11113長の比は， ミショウスギでは平均

22.2%. 標準[制法 4.14%. インスギ、では平均は同じく

22.2%香. 1際2点蜘!打1準笹白伺i品j差 3.9ω8?%品となる 平均{和o初

ので，これらの襟j~ll{ill\tをは互にi丘陵比較することができ

る。ただし，インスギ.では力校の高さの代りに最下の生

校の高さをfU目しているので，そのため凹仰の影部が卜

分に除かれておらず，本当の個体変動による標準偏差は

なおIJ、さくなることが期待される。

力伎の角度には. fl也の形質との|史j連もみとめられないので，すぐに立地主の有無を見るための分散分析

を行ったυ その結果は第 10 表に示すとおりで. 'Ì昨日目の涯は有芯でなく，立地差はないことがわかった。

したがって変異の仰は測定仙ーカ‘ G iI号接手l'算したものを!Þh、ればよく， ミショウスギでは平均 79.9' .標

準{H，\差 9.0 0 となり，インスギでは平均 76.0 0 • 際準{I ，，\m 4.8つとなる。校の角度では標準 ffí，\ffiの大きさ

は平たU{ìl'!:の大きさに比例しないと忠われるので，変動係数は計算しない

8. その他の形質

ミキの rtli り，傾斜， きキの断固iの形などは，木材の品質に|具l係する重要な形質であるが，これらを量的

にあらわすのにやや困難を感じるので，このたびは測定を行わなかったυ 校下高やクローネ率なども，森

林の保育の国やまた利用の上にも重要な形質であるが，実地調査の不{脅から今回は全く取り扱えなくなっ

た。とりあつかった項目のなかでも，校の角度は力投の角度ばかりでなく，柏端の校角もブシの角度，ひ

いてミキのフシを含む部分の長さを決定する因子で重要であるが， ミショウスギとインスギでその測定の

方法を変えたので，直接比較し得ないもの主なり，その計算を省略した

その他，材質に関係する形質は，今回の調査からは全く除かれている。

〔脚註〕 細り，技張り，カワの厚さ，力伎の太さの計算は，共分散分析によるべきであったc ここに行
ったように，回帰の影響を除いた後に群聞の分散分析を行っても大した差はないと思うが，いくらか
准定誤差を大きくしてL 、るであろう。この点を指J泊されたイギ、ザス林業試脚謁の J. D. MATTHEWS 

貯士に感謝する c



スギの林分内変異量主遺伝カ - 9 ー(戸田)

芝ジヨウスギとインスギの比較←ーー温伝力の推定4. 

ミショウスギ、の方がインスギ、よとりあつかった形買のすべてにわたって，以上計算したところにより，

この注がはたして有店、かどうかを確かめるため，標準倒産がりも変動が大きいことがわかった。そこで，

平均値の大きさに関係しない形買ではその平方，すなわち分散をとり，平均値に比例して変わると忠われ

る形質では変日1M系数の平方，すなわち比分散とでもいうべき似をとって，分散比を作った。その17k呆は第

ミショウスギ、の変動がインスギより力校の太さ以外はすべて著しく有意であって，11 表に示すとおり，

すでに指倒したとお有志とならなかった伎の太さについては，この際，も大きいことは折11実となった。

り，インスギでは力伎の高さにもとづいた制王が|づ去にできておらず，そのため分散が過大になっている
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と信ぜられるので，今回のデータだけからは分散に差がないとし、う結論は出せない

第 11 決

分散比

*
 

*
 

Lu 
q
u
 
• つ

ム

3. 13** 

自由度

42 
42 

86.49 
27.67 

平均値集団別

ずいショウスギ
円インスギ

ョウスニド
)J旬高問問 l インスギ

}良形

樹

3.54ホ*

2.53*キ

3.08*本

I. C ヲ

42 
42 

47 
47 

17 
47 

41 
41 

47 
47 

334.89 
141.61 

345.96 
112.36 

17. II 
15.83 

1024 
289 

18.3 
11. 9 

32 
17 

18.6 
10.6 

ヨウスギ‘ i
きキの細り

|インスギ|

り l ミショウスギ|
インスギl

ミショウスギカワの)手さ 1 y 
|イ、ギ

|きショウスギ
授の太さ|インスギ

伎の角度 l; マ三スエ 1
料著しく有意

野;校

3.55** 
48 
48 

80.12 
22.58 

ミショウスギ、の分散が大きくあらわれることは，むしろ当然といえる。ミシヨひるがえって考えると，

1 群の樹木のなカ bには遺伝子のあらゆる組合せがあらわれうるのだから，その遺伝子型ウ繁殖によれば，

一方，サシスギでは，品種の成立が外観の似た個体群の選抜を通じて行われ，しの種類はきわめて多い

たがって似たクローンの集合体となっているにせよ，そのなかに含まれる異なった遺伝子塑の轡類はミシ

ヨウスギ.にくらべれば著しく少ないにちがし、ないへ

そこで，もし，はじめにのべた変動の分割

σ 1'"= σ h，'!.十 σ戸 +σ 戸 =σ戸+σEヨ

で， σがすなわち環境による変動はさショウスギもザシスギも等しいものとし，さらにサシスギ・の遺伝に

ミショウスギ、とサシスギ(このよる変動 σ h'!. はミショウスギのそれより著しく小さいものと仮定すれば，

場合インスギ〕の全変動の差ムσp2 は，
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ムσp~= σP12 ー σ P2ヨニ σ ，，，'+σR' ー σ h'!.2 ー σR'

町 内一 。

=σ 11， 1"'-ー σ" ピ三干σんf

σん，')>σ h'!.2ただし

モショウスギの広い意味の遺伝力 h' はしたがって，となり， ミショウスギの遺伝変動そのものとなる J

次のように求められる 3

h'=包三=ムf止
.，り

σj:J t'" σ/'1 

どれだけの選抜効果が期待できるかが計算でさらに，このようなさショウ集団で集団選抜を行う場合，

きる。

選抜効果は，遺伝力と選抜怒と標準日IrlJ差をかけあわせた遺伝(l'JIi(î得査を平均値に対するパーセントであ

らわして求められる。ただし，校張りについては，標準何1122が対数値で・あらわされているので，計算され

これから 1 を引けばそのまま:選抜効果となる 伎の角皮の選抜効果(土，平た遺伝的監得宣告の英数を求め，

均に対するパーセントで出しても古味がないので，獲得畳をそのまま皮であらわすのなお，選抜苦は，統

の表から求められ，選抜率 5% および 1% に対してそれP三 ;(1+川計数値表の正規分布に閲する

ぞれ 2.06 ， 2.67 である

こ i'L計算の結果は第 12 表に示す。遺伝力はどの形質についても約 60-70% の松度で，著しく高い

にともなって迎払効果もかなり大きな値を示している。
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345.96 

80.12 

!f'l 

1立I 高

胸高)，可 l尽 J

ミキの帝国り

J交際り
カワの厚さ

カ校角

形

えカ五ん台、5. 

ミショウの林木の集団がし、ろいろの巡伝子7胞の集まりで複事fl な内容をもつことは，当然想像されるとこ

ろであり，またこれまでにも多くの人々によって指摘されている。現在仔われている精英樹選抜による品

きショウ集団内に遺伝による変異がどの種改良は，この認識の上にその基礎を置いているが，それでは，

これまでなんの資料程度あり，選抜によってどのくらいの効果が期待できるものかとし寸点については，

も与えられていなかったっすなわち，われわれはただカンによって，相当の効果が期待できると考えてい

たにすぎない。

選抜効果を知るためには，集団のなかの変異量とその遺伝力とを知る必要があるコ遺伝力をEしく推定

するためには，それに適する材料を準備し，相当の年月をかけなければならないごわれわれはここに報告

したとおり，その準備に主りかかったが，同時にそれに用いた母樹群そのものの変異量から，便宜的な方
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法で，いろいろな形質における遺伝力の准定を行った ミの推定は後にふれるようにはなはだ信頼性の乏

しいものではあるが，だし、たいの目安としては役だつものと思われる われわれは今後さらに多くの際本

により，データを積み重ねていきたし、と考えているコ

し 推定の信頼性

まず最初]に指fT!;jしておかなければならない 4 とは，今回とりあつかったさショウスギの標本が，完全に

ランダムに取られたものではないことである さきに述べたように，この標本には，すでに指定されてい

た精英樹を 1 個体含んでおり，このことは当然分散を大きくする結果になるーしたがって樹高と胸高問問

長に対する迫伝力，ひいて選岐効果はややi他大に!JIているおそれがある r 試みに，樹高に対して，この精

英樹を含む併を除いて計算してみると， 遺伝力はが~ 53% となり， 5% の選抜ギの場合の選後効果は約

8% íこ下がることがJコカ}る i

-方，インスギの遺伝分散はさショウスギにくらべて非常にIJ、さいとして，このふたつの集|卦の全分散

のillがさ Y ヨウスギの逃伝分散にほぼ等しいと仮定したが，実際にはインスギの逃伝分散も 0 ではないと

信ぜられる引 したがって，この面からは遺伝力は池小に推定されているものと考えられるが，その程度

については今のところ全く推定できない

その他. J:辺境分散は両方の集団にほぼ等しいものと仮定したが，これも実際にはわからない A マクロな

立地差は計算により取り除かれているが， きクロな立地症が両方の林地にどのようにあらわれているか，

それを知るすべはない J しかし，ここに考えねばならぬことは，インスギがどちらかといえば立地適応性

の大き\".すなわち，立地条件の変動に鈍感な品種と考えられていることで，これが事実だとすれば，環

境分散はインスギ、の方に小さくあらわれることになるコしたがって，全分散の差には遺伝分散のJをばかり

でなく， ~{り足分故の差も若干ふくまれることになり，遺伝力はこの固からJ1盛大に推定されることになると

これらのいろいろの問題に文Jして，われわれはいま決定的なliJ t析を与えることはできないが，すべての

ことを総合して，成長についての遺伝力では多少泊大な他定が行われたのではないかという):ì，意を怠らな

い方が安全であろう ν

2. 選抜の効果

以上のべたような問題はあるにせよ， ミショウスギの広い意味の遺伝力はかなり大きく，相当の選収効

果が矧待されることがあきらかになった。第 12 表の数字よりもやや内輪に考え， 高さで 8%. [1日壬で

15% の効果が期待できるとしても，なお材僚としては 43% の増大が 5% の選抜によって期待されるこ

特にこの際注立すべきことは，この;芸技効果は子供テストを必要としない集卜11選抜方式で期待されるも

ので，選ばれた精英樹のクローンをただ混合して fii'lえた個体群が，この成績を示すだろうということであ

る。将来子供テストが適当に設計され，このクローン群のなかからのクローンの選伎が行われるならば，最

初jからみた選抜効果はさらに著しく大きくなるだろう N個体の平均にもとづいて選抜する場合の遺伝力

は，
。
-1

 
1
 1-h' 

h'+ 一下J一

であらわされるから，各クローン 10 本のクローンテストを行うとすれば，たとえば樹高について単木を

基準とする遺伝力が 68% であるとすれば，クローン基準の遺伝力は 96% にたかまり，選抜効果は 13%

から 18% にたかまることになるう
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第 12 ヨそをみて気のつくことは，制りの選抜効果が非常に大きいことである、細りは形数と I }lJ連して材・

積に影科すると考えられるが，帝国りの減少がどのくらい材僚の増大に役だっヵ、は，今のところ資料の不足

からあきらかではない 1 もし，この影群がb、なり大きなものであれば，このI国からの生産量の増加l も当然

期待できると思われる。帝国りは，材h肢の問題を度外視しても，生産される丸太の品質に大きな影響iをもつ

ので，今後の選抜にあたって相当の考慮をはらう必要ーがあろうと思われる〉

生産長にWJ係する %'f'tには，単木村ー僚に関連する 1:の 3 つのほかに，立木本数を通じて面積当りの当産

量に関係する枚張りがあるにさらに，カワの厚さも，丸太材積の多少に|民j係する。これらすべてに通じて

5% 以内の優秀さを示すような個体はなかなか少ないことと考えられるが，もしそのような間休がある程

度の数みいだされるならば，選抜の効果は著しいものとなるだろう l 、

3. ミショウ繁殖の場合の選抜効果

ここに計算された追伝力は広いTI:i!:1ミのそれであって， サシキ繁Wiが 1'1'われる場合にのみ適m される仁

ショウによる場合には，はじめにのベたように，遺伝分散のうちの非中11加1'1'-1の部分，すなわち，優劣性お

よび上位性による分散は，遺伝子型のw替えにあたってがiえてしまい， ì直接子供には伝わらない したが

って，遺伝力はずっとノj、さいlÙ'(をとる。

この，遺伝分散のうちの相力n的な部分と非本11加的の部分との割合が，われわれの材料でと守の程度になっ

ているか，したがって， ミショウ集団ヵ、らßll抜した{肉体て、混合l禾樋園をつくるとき，どの程度の選抜効果

が期待できるかについては，われわれの材料からはまだ今のところ計算ができない しかし， ドイ γで発

決されているヨーロツパアカマツのデータから，大ざっぱなJ在定ができるので，その計算を行ってみる t

STERN引によれば， ヨーロヅパアカマヅの，母紗l別にそだてた子供群の樹高の1票準偏差は，母樹をまぜ

てそだてた子供群の標準{日差よりが~ 3% 小さかったとし、ぅ。したがって，分散の怠は，

(1. 00アー (0.97)'=0.0591

となり，母松lのまざった集団のそれのが'J 6% となる、この仙は， 狭い;立I!;f、のi宣伝力の 1/4 に相当するの

で，遺伝力はがJ 24% と計算される。

1~1種は具なるが，もしスギでも樹高の追伝力がさショウ繁Wiの場合この紅皮の íù'(をとるものとすれば，

これはサシキ繁列lの場合のがn/3 の仙となり，結英樹氏一種|却を設ける場合の選抜効裂も同様の低い怖を示

すだろうそれでも，なお約 3-4% の橋大が有'(1:笑に!tJì待されるとすれば，実行の何促[は十分あるものと

考えられる。

あらまし

1. 遺伝力と，それに伴う選抜の効果を推定するための材料を作る目的で，ミショウスギと，サγスギ

の在来品種目国イシスギ、に，各 49 :本の母樹をほぼランダ、ムにとり，林分の状況と各母樹の測定値を記載

し7こO

2. 母樹の測定値を利用して，樹高，胸高周囲， ミキの細り，校張り，カワの厚さ，力投の太さ，力校

の角度について，林分内の変異量を計算した。この際，マクロな立地主主による変動， ミキの太さ等他の形

質に伴って変わる形質については回帰による変動をも計算によって取り除き，ほぼ同様な立地で同様な条

件(ミキの太さ等〕での変異量を算出したc

3. とりあつかった形質で'!1 ， 変異量の大きさはすべてミショウスギの方がイシスギよりも大きかっ
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た d この2きは，測定の予備から回 J吊の影?刊?を十分に|会き伴なヵ、ったー力授の太さ以外は，すべて著しく有意

であった。

4. 変異註の~が有怠であった形nについて，非常に大ざっぱな仮定のもとにさショウスギの広い意味

の遺伝力を推定し，予期される選肢の効果をすf算した その結果， 59& または 1% の選抜率でかなりの

効果が期待されることがわかった。

5. ヨ ロツパアカマツについての間半なデータから， ミショウ繁殖による場合の樹高の遺伝力を推定

し，それがサシキ繁航による場合の約 1/3 であろうことをのベた?したがって，選肢の効果も精英樹探種

閣による;場合，混合よ菜穂!却による場合の 1/3 になるが，それでもなお 5% の選技によって1'0)高の 4~5%

の増大が期千i?できる
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Variation and Heritability in Some Quantitative Characters in Cryptomeria 

Ryookiti TODA 

(R駸um�) 

For the purpos巴 of 巴 stablishing experimental material for estimating heritability. 

that is clones and open-pollinated progenies from each single tree in a random 

,ample from a given population. a seedling stand and a stand of native vegetative 

γace. Insugi. w巴re sllrveyed. In each stand 49 trees were sampled. The measureｭ

ment dada of them are listed in the Appendant Tables 1 and 2. 

Phenotypic variances in these stands were calclllated excluding macroscopic 

environmental variances_ The variances of th巴 same character wer巴 compared with 

each other in the two populations. Variations of s巴v巴ral qllantitative characters were 

all larger in seedling than in Insllgﾎ. From the comparison. heritabilities and exｭ

pected effects of selection in the seedling population were roughly estimated. The 

results show that the heritabilities of tree height. stem girth. taper of stem. crown 

extension. bark thickness and branch angle are all considerably high. 58-72%. and 

that remarkable improvements are expected by selection. 

(An English text of the same contents excluding appendant tables and some less 

important descriptions is prepared and is to be sent to the “ Silvae Genetica 

(Zeitschrift f� Forstgenetik und Forstpf1anzenz�htung)".) 
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考i菅

(戸田)スギの林分内変異量と遺伝力

精英樹「綾 5 号」

枯れかかり

1.4 
0.6 
2.7 
1.7 
4.6 
4.5 
2.9 
2. I 
1.3 
0.9 
3.8 
1.9 
2.7 
0.8 

6.0 
5.5 
8.5 
9.0 
12.5 
10.0 
6.0 
8.0 
9.5 
6.5 
10.0 
10.0 
6.0 
9.0 

83 

標本測定表

l 力投下|力校 1 力校
(幹周回J;'，'j四!角度

c附 cm 度

88 13 日I 

81 

62 

92 

108 

86 

80 

104 

81 

76 

77 

14 

18 

13 

15 

17 

114 

119 

72 

52 

87 

3.0 
3.2 
4.0 
3.9 
2.9 
3.2 
3.4 
3.4 
3.3 
2.9 
3.6 
3.6 
3.8 
3.2 

1.0 
2.0 
1.2 
1.6 
1.0 
1.1 
1.8 
1.9 
1. υ 

1.2 
1.4 
1.8 
2.1 
1.8 

1.6 
1.6 
2.4 
1.5 
2.2 
1.2 
2.3 
1.5 
2.6 
2.1 
2.2 
1.8 
3.0 
2.4 

6.5 
6.0 
9.0 
8.0 
9.0 
7.5 
11.5 
8.0 
7.5 
7.5 
8.0 
8.0 
6.5 
7.5 

82 

日0

77 

72 

76 

73 

91 

86 

80 

86 

86 

88 

75 

62 

12 

13 

11 

18 

i 1 

15 

II 

37 

76 

63 

84 

40 

65 

75 

叉一
一

3.2 
4.5 
3.7 
3.4 
2.4 
2.5 
3.3 
3.1 
3.9 
3.1 
3.7 
3.1 
4.0 
4.3 

1.4 
2 勺.0  

1.4 
2.2 
2.2 
2.6 
3.0 
3.0 
3.2 
3.5 
2.8 
3.1 
3.3 
3.4 

1.6 
1.5 
0.9 
1.4 
1.5 
1.9 
2.8 
2.3 
1.7 
2.2 
1.2 
1.9 
3.3 
2.3 

3.3 
2.0 
1.8 
0.8 
1.4 
1.1 
2.4 
2.6 
2.7 
1.3 
3.0 
2.0 

3 ‘ 9 
3.4 

6.0 
6.0 
6.5 
6.5 
10.5 
9.0 
7.0 
6.5 
6.0 
6.0 
7.5 
7.5 
8.0 
8.0 

86 

70 

62 

82 

76 

70 

86 

80 

82 

84 

78 

75 

86 

74 

14 

16 

12 

13 

15 

14 

16 

63 

"0 

68 

53 

73 

67 

65 

|完全被圧木

枯枝が多い

3.2 
2.9 
4.3 
2.7 
4.6 
3.3 
1.1 
0.8 
3.2 
1.5 
4.6 
3.2 
2.6 
2.9 

2.0 
3.0 
2.6 
3.4 
3.1 
2.5 
1.6 
2.0 
2.8 
3.6 
2.2 
2.2 
1.8 
2.3 

0.3 ・ l
1.5 
1.6 
1.9 
2.0 
2.9 
1.2 
1.1 
つ 5

2.4 
2.1 
1.3 
1.6 
1.4 

2.0 
0.3 
1.9 
2.1 
1.7 
2.8 
0.8 
0.8 
1.1 
1.5 
2.9 
2.6 
2.2 
1.7 

5.0 
5.0 
9.0 
8.0 
9.0 
8.0 
7.0 
1.5 
9.5 
8.5 
11.0 
10.0 
7.0 
9.0 

78 

64 

77 

88 

93 

86 

67 

87 

76 

68 

70 

日5

88 

105 

79 

66 

14 

13 

3 

16 

18 

l� 

14 

13 

98 

49 

59 

89 

34 

51 

54 

日 5



I h~_ ，/ I h~_ ，/ I 位置| クロ 、 f7p-y  I 

l 番号!名称 I il'8 I~ IlflJ 

| 堂屋敷 11今必!十
|;l-1 叩-29 I 120.7 石 0.5

l ザ 12 1. 9 プ 23J
31 125.9 右1. 4

411払 6 I 右 0 ・ 7 I 

33 
1 グ

34 

第 100 号

付表 1

校下高 I/]向高J，'iJ 問， 3 ・ 2例
l 高間四

校|最下生投
初包 m cm cm 

力
一
円
同
制

1主J

林業試験場研究報行

品1
m 

- 16 一

群

102 ¥21 7.8 12.3 23.7 1164 
80 5.5 10.6 20.7 1165 78 

78 

104 

84 

114 

4.9 

2.1 

13.2 

12.5 

22.8 

23.9 

1166 

1167 

79 

85 

68 75 1.8 11.6 20.0 

93 104 4.8 13.0 23.0 

100 110 6.4 ¥3.2 22.3 

76 85 1.8 12. :., 20.5 

88 93 8.0 10.9 20.0 

79 

90 

¥¥7¥ 

41.6 ¥¥72 

V 

82 

93 

11.4 

4.3 

¥7.2 

¥2.0 

21.¥ 

20.4 

83 

97 

8.8 

9. ¥ 

12.2 

12.7 

20.5 

22.3 

¥34.5 1 定1. 3

¥37.4 I 右1.\

¥40.3 左 1.4 I 

右1. 6 ' 

143.9 I 6: 0.7 

l札 9 右 l-O 1 

149.0 ，左 2.0

151.8 右 03l
¥54.3 '左 0.5

1168 

1¥69 

ア

R
u
y
r
o
ノ
7
r
ノ

Q
U
J
O
ノ
ノ
ハ
U
'
旬
、
l

ハ
J
l
q
u
l
q
u
I

勺
υ

，
っ
U

ノ

4
命

J
4
A

1170 

¥173 

1174 Vl 

¥175 

1¥76 

155.6 I 右 2.5 I 

157.7 1 左 0.2

¥62.0 I 

164.9 左 0.7

右し 9 ，

左 μ(157B O i 

--173.3 左1. 1 I 17.5 6.6! 

注:力投下幹周閤は， i交のツケ根下回より 10 cm ドではかる c
力投周囲および角度は， ミキより 5cm はなれた位置ではかる。
tr'!端枝角は，精端より 1m 下の校についてはかる。
樹皮の厚さは，胸高位置で任意の 2 カ所をとるら
クローネ投影の方位および距離は，胸高位置のミキ中心よりはかる二

99 

77 

¥10 

81 

9.2 

7.8 

11.8 

11.0 

20.2 

19.2 

93 100 3.4 9.7 20.0 

70 75 1.7 ¥0.2 17.2 。

74 

64 

84 

75 

79 

83 

72 

94 

2.2 

5.0 

2.2 

4.7 

12.5 

6.5 

16.7 

17.6 167.2 

168.4 

グ

42 
グ

13 
グ

14 
// 

15 
タ'

46 
グ

47 
グ

48 

1¥77 

1178 

1179 

1180 

¥18¥ 可Il

1182 

1183 

1181 
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〔戸閏)

-,U 
北司l

労也クローネ投影距離

品 i 晶 l

スギの林分内変異量と遺伝力

H
ｭ

レ
トU
1
υ
l，

J
I
寸
'
ド
レ

の
さ

m

皮
削
樹
厚

端
角
度

喜百五 l 自時 l 高位|護
cm I 殴|

枯枝が多い

上j
 

E
什

ム
μ

ふ
μ

f
r
h
l
 

-

j

 

同
枯

4.0 
3.1 
3.4 
2.9 
3.4 
2.1 
3.2 
3.1 
1.2 
0.8 
1.8 
2.6 
2.9 
2.3 

3.1 
3.2 
2.3 
3.0 
1.9 
2.7 
2.5 
3.1 
2.9 
2.8 
3.5 
3.6 
2.4 
3.0 

2.3 
3.3 
1.0 
1.2 
1.5 
1.6 
2.4 
2.6 
2.1 
1.9 
1.0 
1.5 
0.8 
1.5 

2.2 
2.1 
1.9 
1.1 

1.3 
1.4 
2.4 
2.2 
1.7 
2.4 
1.6 
0.7 
1.5 
0.4 

守 .5

7.5 
5.0 
3.5 
6.0 
5.5 
8.5 
7.5 
6.5 
6.5 
9.0 
8.5 
7.0 
8.5 

72 

72 

76 

82 

14 

10 

cm , 

75 

55 

72 

80 

84 

72 

76 

100 

72 

87 

11 

15 

12 

11 

55 

74 

31 

42 

材が硬い

|不定叫し

3.5 
2.1 
3.4 
2.8 
1.6 
1.4 
3.0 
2.3 
2.8 
2.0 
2.1 
2.1 
1.7 
1.7 

3.1 
2.1 
2.1 
2.1 
2.8 
1.9 
2.4 
2.6 
2.7 
3.2 
2.2 
2.4 
2.7 
2.9 

1.5 
2.8 
1.7 

1.9 
2.2 
2.2 
1.2 
1.8 
1.2 
1.4 
1.0 
1.3 
1.2 
1.7 

1.1 
1.6 
1.8 
2.2 
1.8 
2.0 
1.4 
2.1 
1.2 
0.9 
1.4 

1.2 
1.4 

7.0 
7.5 
7.5 
7.5 
6.0 
6.0 
6.0 
6.0 
5.0 
5.0 
7.5 
7.0 

11.0 
10. 。

80 

80 

63 

64 

日0

64 

64 

80 

84 

74 

70 

80 

69 

72 

15 

10 

16 

円U]
 

14 

17 

15 

61 

67 

68 

52 

65 

59 

63 

3.1 
1.9 
2.6 
2.0 
2.4 
2.4 
2.4 
2.3 
3.0 
0.8 
3.3 
3.1 
3.6 
2.9 

1.7 
2.5 
2.7 
3.6 
2.2 
2.7 
2.8 
2.9 
2.3 
2.5 
2.4 
3.0 
2.9 
3.0 

1.8 
2.2 
2.0 
2.4 
1.4 
1.5 
2.3 
2.0 
0.4 
1.9 
0.8 
1.2 
1.2 
1.7 

1.4 
l.il 
2.6 
1.9 
0.8 
0.6 
1.2 
1.3 
0.6 
0.7 
2.0 
1.3 
2.2 
1.4 

9.5 
10.0 
9.0 
10.0 
5.5 
6.0 
5.5 
7.5 
9.0 
10.0 
10.0 
9.0 
10.0 
11.0 

68 

76 

80 

86 

76 

74 

63 

63 

72 

70 

78 

82 

72 

86 

76 

94 

15 

12 

10 

14 

13 

14 

17 

11 

56 

44 

52 

58 

75 

57 

48 

71 
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群 | クローン |クローン
号 i 名称

I 

E 

J1[ 

lV 

林業試験場研究報行 1ft; 100 号

付表 2 インスギ

位 置 |附高| 校?高 胸高1/，'j問主給
方位 l 距附力校 1最下生校 1 
度)削|削 I /0  :;;;; I"~ . ~r:z-， c削 cm

296 3.41 I 2l.8 I 15.3 78 72 

325 l.48: 2l.8 I 16.2 7l 62 

1191 虫色 l 

1193 

1192 グ 2

1194 

1195 

1196 

1197 

1198 

1199 

1200 

1201 

1202 

1203 

1201 

1205 

1206 

1207 

1208 

1209 

1210 

1211 

1212 

1213 

1214 

1215 

1216 

1217 

1218 

グ 3

グ 4

グ 5

グ 6

グ 7

グ日

グ 9

グ1O

ア 11

グ 12

グ 13

グ 14

グ 15

グ 16

グ 17

グ 18

グ 19

グ 20

グ 21

グ 22

グ 23

グ 24

グ 25

グ 26

グ 27

グ 28

69 3.05 I 24.7 16.0 

130 I 3.66 I 27.0 17.5 

174 2.16 24.8 15.6 

213 2.50 I 22.8 13.1 

261 4.00 I 20.1 14.7 

346 1.00 I 21.3 15.7 

3.51 21.1 12.0 

39 I 2.15 I 23.4 15.0 

21 4.32 I 23.3 12.1 

52 4.56 21. 9 15.7 

190 I 1.19 I 24.2 15.4 

213 I 2.95 I 24.0 14.9 

349 4.84 I 19.9 12.1 

324 I 2. 57 I 2 I • 9 13.4 

39 I 2.95 I 21.8 11. 9 

51 I 5.51 I 22.6 14.2 

149 2.27 I 21.8 13.7 

213 , 3.96 I 23.2 13.4 

243 2.24 21.5 13.2 

25 4.12 I 25.7 18.3 

51 4.26 I 25.1 19.3 

75 I 1. 70 I 24.2 16.8 

153 2.69 I 25.2 17.0 

230 1. 30 25.8 15.7 

283 4.71 I 26.6 17.8 

217 I 2.90 I 24.5 15.3 

90 81 

91 81 

83 74 

82 71 

57 51 

78 70 

96 85 

82 71 

n
J
 

マ
，t

n〈
υno 

78 63 

78 70 

〆
br

b
 

η
ο
 

円J
4

65 

83 

57 

73 

86 76 

73 

83 

67 

75 

T

L

7

4

 

Q
υ
r
O
 

2

6

 

q

J

7

4

 

90 80 

67 59 

66 60 

87 78 

96 85 

iOO 88 

74 65 



- 19 一(戸田〕

樹皮の| クローネ投影距離 間 l 

\;lzfEI 轟1- :l[~ I 
考備

1.5 
1.3 
1.4 
1.1 
1.4 
1.3 
1.5 
1.6 
1.3 
1.7 
0.9 
1.3 
1.0 
0.8 

スギ、の林分内変異査をと遺伝力

9
q
J
8
9
0

ノ

B
O

ノ

O
Q
J
Q

ノ

0
0
7
9

l

l

l

 

端
角
度

72 

76 

70 

74 

78 

65 

標本測定表

(室111マ lil 程
1 1 11  

79 

72 

79 

79 

79 

76 

B 

7 

9 

9 

7 

7 

36 

19 

35 

35 

39 

41 

二叉
0.9 
0.6 
0.5 
0.7 
0.9 
0.9 
1.4 
1.4 
0.7 
0.6 
1.2 
1.0 
0.9 
0.7 

1.4 
1.5 
1.5 
0.9 
1.8 
1.5 
1.1 
1.1 

1.9 
1.3 
1.9 
1.4 
1.1 
1.0 

2.2 
1.4 
2.5 
2.2 
1.6 
1.9 
1.8 
1.3 
1.2 
2.0 
1.9 
1.日

1.5 
1.9 

1.1 
1.6 
1.7 
2.2 
1.0 
1.3 
2.1 
1.日

0.9 
1.2 
1.1 
1.5 
1.4 
1.4 

9
0
ノ

1
1
9
0
2
2
8
7
4
2
2
0
0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

73 

72 

70 

62 

63 

63 

72 

75 

76 

83 

70 

82 

76 

74 

7 

9 

8 

8 

8 

8 

18 

43 

46 

54 

33 

30 

39 

不定芽が割合多い

材が軟らかい C?)

0.3 
0.3 
1.1 
1.2 
1.3 
0.9 
0.7 
0.5 
0.9 
0.9 
1.5 
1.3 
1.1 

1.2 

1.3 
1.0 
1.4 

1.5 
2.0 
1.5 
1.4 

0.8 
1.4 
1.0 
1.7 
1.7 
1.2 
1.2 

2.2 
2.1 
2.1 
1.9 
2.1 
2.5 
2.2 
2.2 
2.0 
2.0 
1.7 
2.0 
2.0 
1.6 

1.1 
1.9 
1.3 
1.8 
1.3 
1.5 
0.8 
1.7 
1.7 
1.9 
1.2 
1.8 
1.2 
1.9 

7
8
8
0
8
7
4
8
7
0
9
8
9
8
9
 

l

l

 

76 

78 

75 

78 

65 

72 

7
z
 

9 

9 

38 

34 

43 

72 

74 

77 

65 

84 

80 

71 

80 

日

9 

B 

B 

52 

44 

47 

35 

1.0 
1.4 
0.6 
0.7 
1.0 
0.9 
1.1 
1.1 
1.3 
1.2 
1.6 
1.8 
0.7 
0.8 

1.2 
1.0 
1.6 
1.0 
1.2 
1.1 
1.5 
1.3 
1.5 
1.3 
1.9 
1.6 
¥.0 

1.0 

2.0 
1.4 
1.7 
1.7 
1.5 
1.3 
2.0 
1.9 
1.8 
1.5 
1.8 
1.8 
1.9 
1.8 

1.7 
1.9 
0.9 
1.3 
1.2 
1.4 

1.5 
1.6 
1.6 
2.0 
1.9 
1.6 
1.4 
1.7 

8
9
7
6
7
4
7
6
8
9
9
8
0
9
B
9
 

ー

68 

62 

74 

70 

70 

74 

66 

75 

78 

73 

84 

70 

65 

77 

67 

76 

7 

6 

7 

9 

9 

9 

7 

7 

32 

26 

39 

45 

38 

35 

27 

41 
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付表 2

群 l クローン (クローン 1 位 l 世 l 樹高 l v戸 !日向高周判長焔
|番 号)名 紘方位|日Li敵力校 l最下生j5Z i

度 m ml m l mcm  1 C11! 

l lM| 蛇29 I 0 I 3ω! 21.3 15.8 

1220 グ出 328 1.75' 23.8 15.5 

1221 グ 31 46 , 1 . 65 23. 9 11.9 

V 1222 グ 32 109 1 1.58 I 2'1.6 16.7 

1223 グ 33 221 I 2.20 I 24.8 15.4 

1224 グ 34 198 I 4.41 I 25.4 18.0 

122:'> グ 35 163 I 3.72 I 24.8 15.8 

1226 グ 36 306 I 4.22 20.3 14.3 

1227 グ 37 10 I 2.40 I 20.9 13.8 

1228 グ 38 271 I 2.83 i 22.6 14.7 

¥1 1229 グ 39 254 I 4.20 22.9 15.5 

1230 グ 10 231 I 1.43 22.6 15.1 

1231 グ 41 111 I 2.55 22.3 13.0 

1232 グ 12 73 3.96' 23.9 14.2 

1233 グ 43 309 I 2.94 ' 21.4 12.8 

1234 グ 44 357 I 1. 32 21. 7 15.6 

1235 グ 45 344 I 3. 15 21. 3 11.8 

VJ[ 1236 グ 46 38 I 2. 61 ~ 21. 8 13.4 

1237 グ 47 201 1.30 21.0 12.7 

1238 グ 18 182 3.03 23.0 13.9 

1239 グ 49 110 , 3.27 20.5 13.3 

注:力投下幹河囲は，枝のヅケ股下回より 10 cm 下ではかるべ
力投周囲および角度は， ミキより 5cm はなれた位置ではかる
梢端技角は，ミキの 2 年生， 3 年生の部分の境目から出た校についてはかる。
樹皮の厚さは，胸高位置で任意の 2 カ所をとる「

クローネ投影の方位および距離は，胸高位置のミキの中心よりはかる c

72 63 

76 68 

76 67 

72 63 

81 70 

75 68 

82 72 

65 59 

60 54 

68 60 

71 63 

71 64 

84 74 

79 71 

56 49 

71 63 

72 65 

70 62 

72 64 

75 67 

68 61 
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一
一
一
足
一

υ
8
8
1
3
7
8
1
6
8
5
6
4
9

一
貫
り
し
し
ふ
し
し
し
円
亡
し
い
し
し
し
い

7
7ぃ

1
1
}

=
付
比

B
0
2
0
3
2
1
9
7
0
5
3
3
1
i

一
一
醐
百
一
同
一
仏
い
し
い
し
し
し
:
し
仏
し
し
い

一
筋
下l
-
1
1
1

-
一一

一
一
西
明
日
日
げ
は
け
リ

U
U
U
Mい

一
一
h づ吾

J 備

1.6 
1.0 
1.6 
1.7 
1.6 
1.3 
1.7 
2.0 
1.8 
1.6 
1.9 
1.3 
2.2 
1.6 

端|樹皮の l
角 i)手さ 1I'_- ~ I ::f七
度 l 問問| 北Ilg

9
8
7
9
8
8
8
B
8
8
8
9
9
9
 

伎(梢
度 l 校
度|

C�;i;O 

izeiifF 
65 77 8 30 

74 79 6 38 

67 

68 

68 

62 

78 

78 

78 

81 

日

7 

37 

38 

39 

31 

0.5 
0.9 
1.2 
1.6 
0.8 
1.3 
1.4 
1.3 
1.4 
1.9 
1.1 
1.4 
0.8 
1.3 

0.4 
0.4 
1.0 
1.0 
0.5 
0.8 
0.4 
0.5 
1.2 
1.3 
1.4 
0.8 
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